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膵腫瘍進展における間質内での c-Jun N-terminal kinase の促進的働き 
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膵腫瘍微小環境における c-Jun N-terminal kainase（JNK）の役割に着目し，
動物モデルおよび in vitro での実験を行った．微小環境中に存在する腫瘍関
連線維芽細胞（TAF）における JNK の活性化は， Stat3 の抑制を介して，樹状


































































・K399 条件培地は，FCS を入れているか．その場合，FCS による影響を考慮す
る必要があるように感じるが，どうか． 
 →コントールを含めて，常に FCS がある条件下で培養しており，FCS による
修飾はほとんどないのではなく，差を見ることはできているものと考えて
いる． 
・Ccr6 の免疫染色をなぜ行わなかったのか．最終的な結論がやや飛躍してい
る印象を受けるが，どう思うか．Ccl20 自体が腫瘍細胞に及ぼす影響に関
しては，検討しなかったのか． 
 →検討が足りない点が多々あり，同時に起きていると思われる他の事象に，
あまり目を向けられていなかったことは，大きな反省点と考えている．今
後，他のテーマを含め研究を進めていく際には，間違った方向に進んでい
かないためにも，もう少し視野を広げる必要があると感じた． 
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